
奈良国立文化財研究所要綱

Ｉ事業概要

１研究普及事業

公開講演会

( 1 ) 1 9 8 7年６月６日第60回公開講演会

「仏堂に於ける聴聞の場について」山岸常人

「平城京と和同開弥」 松村忠司

( 2 ) 1 9 87年11月14日第６１回公開諦演会

「庭園と眺望」 本中真

「青蓋・青羊・黄羊・三羊」一鏡銘にみえる

災異思想一立木修

現地説明会

( 1 ) 1 9 8 7年６月2 7日平城宮第1 7 5次発掘調査

（壬生門西の役所跡）巽淳一郎

( 2 ) 1 9 8 7 年８月2 9 日平城宮第1 8 4 次発掘調盗

（平城京左京三条二坊七坪）玉田芳英

( 3 ) 1 9 8 7 年９月５日藤原宮第5 5 次発掘調査

加藤優

2 1 9 8 7 年文部省科学研究費補助金による研究

( 4 ) 1 9 8 7年1 0月3 1日石神遺跡第７次発掘調査

大脇潔

( 5 ) 1 9 8 7年１１月７日平城宮跡第18 2次発掘調査

（造酒司跡）島田敏男

( 6 ) 1 9 8 8年３月５日平城宮跡第1 8 6次発掘調査

（平城京左京三条二坊一・・二・七・八・坪）

井上和人

平城宮跡資料館・遺構展示館

（１）秋季特別公開198 7年10月１０日～11月８Ｒ

見学者35 , 469

( 2 ) 見学者数

区分 資料館 遺椛展示館 計

1987年 5３，４１１ 68, 030 121, 441

累計 835, 898 1, 154, 273 1，９９００１７１

資料館は1970年度，j l f 櫛展示館は196燕度以降の累計

種別 研究課題 研究代表者 交付額

特別推進研究( 2 )

一般股研究( A ）

一般研究( B ）

〃

一般研究( c ）

〃

〃

奨励研究( A ）

〃

研究成果刊行識

( データベース）

計

古年輪変動データの分析による考古歴史研究方法の確立

日本出土青銅器の材質分析による稲年研究

日本考古学・古代史用語を外国語化し，その成果を国際的に広

めるための基礎的研究

発掘迩俳による日本中世住膳の復原的研究

条坊・条里研究史に関する資料収築とその研究一北揃定政を中

心として－

日本古代度斌衡の考古学的研究

中世食器組成の地域性に間する挫礎的研究

奈良柵椎令体制下における土師器を中心とした窯梁ﾉ k 産の股聞

とその流通の研究

弥生時代における鉄器杵及の愈推

埋蔵文化財文献精根データベース作成

１０件

田中琢

町田章

1 1 1 本忠尚

宮本長二郎

器本次郎

黒崎Ｉｆｌ：

安 ’ Ⅱ龍太郎

玉田芳英

深洋芳樹

岩本次郎

３飛鳥資料館の運営

展示

第一展示室常設展示

第二展示室春期特別展示「寓葉の衣食住_ ，

（1987. 4. 22～1987. 5. 31）

秋期特別展示「壬申の乱」

（1987. 10. 7～1987. 11. 23）

特別講演会

1 9 8 7 年５〃２日万葉の時代の衣服

1 9 8 7 年５月１６日万葉の時代の住居

1 9 8 7 年５月2 3 Ｈ万葉の時代の食事

－６３

8, 000千円

6 0 0

800

1, 400

1, 000

1, 100

1, 000

900

8 0 0

６．７９０

2２．３９０

猪熊兼勝

宮本艇二郎

佐原輿



1 9 8 7年１０月1 7日壬申の乱と豪族達

鬼頭清明

1 9 8 7年11月７日壬申の乱がもたらした寺々

八賀晋

1 9 8 7年1 1月2 1日壬申の乱の武器・武具

小林謙一

普及

前年同様インフォメーションルームで観賞者の

質問に応じている。また，特別展示の図録として

「蔑葉の衣食住」及び「壬申の乱」を刊行した。

入館者数( 1987 . 4 . 1～1988 . 3 . 31開館日数314日）

－６４

陳列品購入

高松塚古墳壁画女' 性衣服復原

胸椎肋骨複製

着

個

１

１

４埋蔵文化財センターの研修・指導

研修埋蔵文化財の保護に資することを目的

として主に地方公共団体の埋蔵文化財保護行政担

当者を対象に次の研修を実施した。

( 1 ) 昭和6 2 年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修

（保存科学基礎課程）

1 9 8 7年４月1 4日～４月2 8日（参加者1 6名）

( 2 ) 昭和6 2 年度埋蔵文化財発掘技術者特別研修

（自然科学的年代決定法課程）

1 9 8 7 年５月８日～５月１１日（参加者1 9名）

( 3 ) 昭和6 2 年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修

（遺構探盗・予備調査課程）

1 9 8 7年５月1 9日～６月９日（参加者1 0名）

( 4 ) 昭和6 2 年度埋蔵文化財発掘技術者特別研修

（遺跡測逓外注管理課程）

1 9 8 7年６月１６日～６月1 8日（参加者3 5名）

( 5 ) 昭和6 2 年度埋蔵文化財発掘技術者特別研修

（報告書作成課程）

1 9 8 7年６月2 4日～６月2 6日（参加者3 6名）

( 6 ) 昭和6 2 年度埋蔵文化財発掘調査技術者一般研修

（一般課程）

1 9 8 7 年７月２日～８月５日（参加者2 5 名）

( 7 ) 昭和6 2 年度埋蔵文化財発掘調査技術者専門研修

（遺跡保存整備課程）

1987年８月18日～９月５日（参加者20名）

( 8) 昭和62年度埋蔵文化財発掘調在技術者専門研修

（遺跡測逓課程）

1987年９月１４日～10月６日（参加者20名）

( 9 ) 昭和62年度埋蔵文化財発掘調査技術者特別研修

（自然科学的産地同定法課程）

1987年10月13日～10月15日（参加者28名）

⑩昭和6 2年度埋蔵文化財発掘調査技術者専門研修

（弥生時代遺跡調査課程）

1987年１０月21日～１１月１０日（参加者21名）

( 11）昭和62年度埋蔵文化財発掘調査技術者専門研修

（環境考古課程）

1987年11月18日～12月８日（参加者16名）

( 1 2リ昭和62年度埋蔵文化財発掘調在技術者専門研修

（埋蔵文化財情報課程）

1987年12月15日～１２月24日（参加者30名）

発掘調査・整備・探査指導

（北海道）開陽丸，津軽海峡線建設工事，（青

森県）津軽氏城跡，根城跡，（岩手県）見山廃寺

跡，毛越寺庭園，（秋田県）払田棚跡，上の山Ⅱ

遺跡，秋田城跡，（山形県）押出遺跡，（福島県）

大戸古窯跡群，慧日寺跡，館崎横穴群，夏井廃寺

塔跡，（栃木県）足利学校跡，飛山城跡，聖山公

園遺跡，下野国府跡，下野国分寺跡，（群馬県）

宇通遺跡，上野国分寺跡，大御堂遺跡，黒井峯遺

跡，（東京都）前田耕地遺跡，（篇山県）安田城跡

（石川県）河田山古墳，能登国分寺跡，石動山東

林院庭園，（福井県）鳴鹿手島遺跡，（岐阜県）岐

阜城，（山梨県）天狗沢窯跡，寺本廃寺，（長野

県）菖蒲平窯跡群，上の山窯跡群，高梨氏城跡，

松本城，垣外遺跡，高梨会館跡，（静岡県）北江

間横穴群，勝問田城跡，神明原遺跡，元宮川遺跡，

横須賀城跡，柏谷横穴群，（愛知県）三河国分寺

跡，名古屋城，日向山古墳，（三重県）松坂城，

脳浄寺跡，斎宮跡，八反田遺跡，伊賀国府跡推定

地，（滋賀県）高木遺跡，四十九院遺跡，大岩山

古墳群，二ノ宮神社庭園，極楽寺庭園，盛安寺庭

庭，聖衆来迎寺庭園，作谷窯跡，（京都府）高麗

寺跡，大覚寺大沢池，志高遺跡，山城国分寺跡，

対龍山荘庭園，慈照寺庭園，（大阪府）難波宮跡，

池上・曽根遺跡，三ツ塚古城修羅，（兵庫県）伊

和中山一号墳，鵡庄荘園遺跡，姫路城，大山荘園，

国領遺跡，篠山城跡，感状山城跡，赤穂城跡，姫

区分

一般

高・大生

小・中生

計

普通観覧

4８．４０１

1２，９０５

15, 863

7７．１６９

剛体観覧

22, 797

3２，８５８

81, 508

137, 361

右料

214, 332

無料

12, 473

合計

226, 805



路城跡，戒野遺跡，玉津・田中遺跡，桜ヶ丘銅

鐸・堂尤，有岡城跡，奥村廃寺，但馬国府推定地，

小犬丸遣跡，中道子山城跡，吉田南遺跡，砂入古

墳，西山古墳群，平方遺跡銅鐸，（奈良県）島ノ

庄遺跡，飛鳥水落遺跡，纏向遺跡出土遺物，藤ノ

木古墳，（和歌山県）利生護国寺境内，（鳥取県）

瑞穂遺跡，上光遺跡，（島根県）荒神谷遺跡，（岡

山県）津山城跡，美作国府跡，（広島県）大宮遺

跡，草戸４軒町遺跡，寄倉岩陰遺跡，三ツ城古墳，

（山口県）小野田セメント徳利窯，大内氏遺跡，

萩城跡，延行条理遺跡，朝日田墳墓群，綾羅木郷

遺跡，（徳島県）若杉山遺跡，渋野丸山古墳，（香

川県）長尾寺経腫，讃岐国分寺跡，王墓山古墳，

弘福寺領讃岐国山田郡田図，紫雲出山遺跡，（愛

媛県）古照Ｇ遺跡，来往廃寺跡，（福岡県）玉塚

古墳，小郡遺跡，（佐賀県）谷口古墳，大黒町遺

跡，名護屋遺跡・陣跡，（長崎県）鬼の窟古墳，

（大分県）大分元町石仏，川部・高森古墳群，宇

佐風土記の丘，（宮崎県）蓮ヶ池古墳群，（鹿児島

県）指宿橋牟礼川遺物包合地郷之原地区遺跡，

（沖縄県）湧田古窯跡，フルスト原遺跡，新里村

跡，今帰仁城跡，仲原遺跡，浦座遺跡，糸数城跡

埋蔵文化財ニュース刊行

第5 8 号1 9 8 6 年度埋蔵文化財関係統計資料

第5 9 号わが国における古年輪学の現状

第6 0 号1 9 8 5 年度刊行埋蔵文化財発掘調査報告書

に関する情報調査

第6 1 号埋蔵文化財に関するコンピュータ情報処

理の現状

第6 2 号水田造機集成

５その他

委員会等

第1 4 回飛鳥資料館運営協議会

1 9 8 7 年５月1 9 日於飛鳥資料館

平城・飛鳥藤原宮跡調査整備指導委員会

1 9 8 7年６月1 8日・１９日於平城宮跡資料館講堂

平城宮跡朱雀門調査研究会

1 9 8 7 年５月 2 5 日於小会議室

外国出張

鈴木嘉吉メトロポリタン美術館の「日本美術ギ

ャラリー」開館式に出席のためアメリカ合衆国

へ出張

1987年４月19日～1987年４月24日

田中哲雄造園・造景空間の歴史的展開の研究の

ためオーストラリア国，パプア・ニューギニア

国，ニュージーランド国へ出張

1987年９月20日～1987年１１月22日

田辺征夫ギリシャ・ローマの古代都市と日本の

古代都市の比較研究のためギリシャ国，イタリ

ア国へ出張

1 9 8 8年３月３日～1 9 8 8年５月2 7日

協力事業等

文化庁では1 9 7 1 年度から特別史跡藤原宮跡の国

有化を進めており，1 9 7 2 年度から当研究所が文化

庁から支出委任を受けて買収事務を担当している

が，1 9 8 7 年度の状況は下記のとおりである。

区分 而穣 金額

19 8 7 年度 9, 362. 56 338, 393, 512

国有地合計 308, 932, 75 5, 936, 514. 308

研修員一覧表

氏名

丹羽徹

東浩成

森川幸雄

五島昌也

佐々木窓一

別府洋呈

信立祥

王説

所属

三重県教委県外研修生

( 三重県律志摩高校教諭）

同上

（三亜県立四日市西高校教諭）

同上

（関町立間小学校教諭）

佐賀県教育庁文化課文化財保護

主事

ハーバード大学考古学科博士課

程

三五県教委県外研修生

( 松坂市・多気町組合立多気中

学校教諭）

中華人民共和国歴史博物館貝

中華人民共和国社会科学院考古

所助理研究員

受入れ期' ' 1１

1987. 7 . 1～1987. 9 . 30

1987 . 7 . 1～1987. 7 . 31

1987 . 7 . 1～1987. 9 . 30

1987. 7. 1～1987. 9. 30

1987. 11. 1～1988. 1 . 31

1987. 7 . 1～1987. 8 . 31

1987. 9. 1～1987. 9. 30

1988. 2 . 1～1988. 2 . 29

1 9 8 8 . 2 . 1～198 8 . 2 . 2 9

－６５

受入れ室

平城宮跡発掘訓査部

同上

飛鳥藤原宮跡発掘調

在部

平城寓跡発掘訓在部

平城宮跡発掘調盗部

飛鳥藤原宮跡発掘調

充部

平城宮跡発掘調在部

同上

研修指導内容

埋蔵文化財の発掘調在およ

ぴ保存について

同上

同上

遺跡の保存整備について

遺跡の発掘調在

埋蔵文化財の発掘調在およ

び保存について

ロ本考古学の研究〈発掘調

在方法，測斌，保存処理，

傭報処理等について）

同上



1980

1981

1 9 8 4

Ⅱ図書及び資料

図書102, 048冊

平城宮発掘調査報告Ⅶ

飛鳥・藤原宮発掘調査報告Ｉ

研究論集Ⅲ

木曾奈良井一町並調査報告一

五条一町並調査の記録一

飛鳥・藤原宮発掘調在報告Ⅱ

研究論集Ⅳ

イタリア中部の一山岳築落における民家

調査報告

平城宮発掘調査報告Ⅸ

研究論築Ｖ

平城宮整備調査報告Ｉ

飛鳥・藤原宮発掘調査報告Ⅲ

研究論集Ⅵ

平城宮発掘調査報告Ｘ

平城宮発掘調査報告ＸＩ

研究論架Ⅶ

平城宮発掘調査報告ＸⅡ

日本における近世民家（農家）の系統的

発展

平城京左京三条二坊六坪発掘調査報告

薬師寺発掘調査報告

冊

冊

冊

冊

冊

冊

冊

冊

６

７

８

９

０

１

２

３

２

２

２

２

３

３

３

３

第

第

第

第

第

第

第

第

( 1988. 3. 30）

奈良国立文化財研究所史料

１９７６

１９７７

冊

冊

冊

冊

冊

冊

冊

冊

冊

条

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

３

３

３

３

３

３

４

４

４

４

第

第

第

第

第

館

第

第

第

館

写真3 5 6 , 6 7 4点（1 9 8 7年度末現在）

Ⅲ研究成果刊行物

1 . 1 9 8 7年度刊行物

図録第1 7 冊万葉及衣食住

第1 8 冊壬申の乱

報告書等昭和6 2 年度平城宮跡発掘調査部発掘

調査概報

飛鳥・藤原宮発掘調査概報１８

平城宮発掘調査出土木簡概報１９

飛鳥･ 藤原宮発掘調査出土木簡概報８

１９７８

１９７９

鴬|舞郷

１９５４第１冊仏師運慶の研究

第２冊修学院離宮の復原的研究

１９５５第３冊文化史論叢

１９５６第４冊奈良時代僧房の研究

１９５７第５冊飛鳥寺発掘調迩報告

１９５８第６冊中世庭園文化史

第７冊興福寺食堂発掘調査報告

1 9 5 9 第８冊文化史論叢Ⅱ

第９冊川原寺発掘調査報告

1 9 6 0第10冊平城宮跡・伝飛鳥板蓋宮跡発掘訓在報告

1 9 6 1 第1 1 冊院家建築の研究

1 9 6 2 第1 2 冊巧匠安阿弥陀仏快慶

第1 3冊寝殿造系庭園の立地的考察

第1 4冊レースと金屯舎利塔に関する研究

第1 5冊平城宮発掘調盗報告Ⅱ官荷地域の謂在

1 9 6 3第1 6冊平城宮発掘調査報告Ⅲ内裏地域の調盗

1 9 6 5 第1 7冊平城宮発掘調査報告Ⅳ官荷地域の調在

第1 8 冊小掘遠州の作事

1 9 6 7 第1 9 冊藤原氏の氏寺とその院家

1 9 6 9 第2 0 冊名物裂の成立

1 9 7 1 第2 1 冊研究論築1

1 9 7 3 第2 2 冊研究論某Ⅱ

1 9 7 4第2 3冊平城宮発掘調査報告Ⅵ平城京左京一条

三坊の調交

第2 4 冊商山一町並等報告－

１９７５第2 5 冊平城京左京三条二坊

２前年度までの刊行物

奈良国立文化財研究所学報

１９５４第１冊仏師運慶の研究

第２冊修学院離宮の復原的研究

１９５５第３冊文化史論叢

１９５６第４冊奈良時代僧房の研究

１９５７第５冊飛鳥寺発掘調迩報告

１９５８第６冊中世庭園文化史

第７冊興福寺食堂発掘調査報告

１９５９第８冊文化史論叢Ⅱ

第９冊川原寺発掘調査報告

１９６０第10冊平城宮跡・伝飛鳥板蓋宮跡発掘訓在報告

１９６１第1 1 冊院家建築の研究

１９６２第1 2 冊巧匠安阿弥陀仏快慶

第1 3冊寝殿造系庭園の立地的考察

第1 4冊レースと金屯舎利塔に関する研究

第1 5冊平城宮発掘調盗報告Ⅱ官荷地域の謂在

１９６３第1 6冊平城宮発掘調査報告Ⅲ内裏地域の調盗

１９６５第1 7冊平城宮発掘調査報告Ⅳ官荷地域の調在

第1 8 冊小掘遠州の作事

１９６７第1 9 冊藤原氏の氏寺とその院家

１９６９第2 0 冊名物裂の成立

１９７１第2 1 冊研究論築Ｉ

１９７３第2 2 冊研究論某Ⅱ

１９７４第23冊平城宮発掘調査報告Ⅵ平城京左京一条

三坊の調交

第2 4 冊商山一町並等報告一

１９７５第2 5 冊平城京左京三条二坊

－６６

年度

|駕

１９６３

１９６４

１９６６

１９６７

１９６９

１９７０

１９７４

1975

1976

1977

１９７８

1979

1980

1981

1982

1983

1９８４

１，８５１

名称

第１冊南無阿弥陀仏作善集（複製）

第２冊西大寺叡尊伝記集成

第３冊仁和寺史料寺誌編１

第４冊俊乗坊重源史料集成

第５冊平城宮木簡１図版

第６冊仁和寺史料寺誌繕２

第５冊平城宮木簡１解説（別冊）

第７冊唐招提寺史料１

第８冊平城宮木簡２図版・解説

第９冊日本美術院彫刻等修理記録Ｉ

第1 0 冊日本美術院彫刻等修理記録Ⅱ

第1 1 冊日本美術院彫刻等修理記録Ⅲ

第1 2 冊藤原宮木簡１図版・解説

第１３冊日本美術院彫刻等修理記録Ⅳ

第1 4 冊日本美術院彫刻等修理記録Ｖ

第1 5 冊束大寺文普目録第１巻

第1 6 冊日本美術院彫刻等修理記録Ⅵ

第1 7 冊平城宮木簡３図版・解説

第1 8 冊藤原宮木簡２図版・解説

第1 9 冊束大寺文書目録第２巻

第2 0 冊日本美術院彫刻等修理記録Ⅶ

第2 1 冊束大寺文譜: 目録第３巻

第2 2 冊七大寺巡礼私記

第2 3 冊束大寺文書目録第４巻

第2 4 冊束大寺文書目録第５巻

第2 5 冊平城宮出土墨書土器集成Ｉ

第2 6 冊東大寺文書目録第６巻

第2 7 冊木器築成図録一近畿古代篇一

第2 8 冊平城宮木簡四図版．解説

第2 9 冊興福寺典籍文普目録第一巻

区分

1987

累計

赦別

和漢書

洋瞥

和漢書

洋番

購入

1, 398

8４

４３↑448

５．２６０

寄蛎

４．６９７

4８

5２．３７９

961

計

6, 095

132

95. 827

6, 221

年度
名称



Ⅳ定員

Ⅵ施設

土地

奈良国立文化財研究所所管

１本庁舎

飛鳥藤原宮跡発掘調査部

｛飛鳥資料館

郡山宿舎( 二）

（飛鳥資料館宿舎

文化庁所管（関係分）

奈良国立文化財研究所基準資料

47, 889㎡

8, 860㎡

20, 514㎡

17, 092㎡

８０㎡

1, 343㎡

1, 389, 272㎡

Ｉ平城宮跡地区

｛藤原宮跡地区

Ｉ飛鳥稲淵宮殿跡地区

建物

１．庁舎

1, 075, 299㎡

308, 932㎡

5, 041㎡

24, 571㎡

２３，９８０

飛鳥資料館図録

２．宿舎等 5 9 1 ㎡

重要文化財旧米谷家住宅 2 1 3 ㎡

郡山宿舎（一 ) ，（二） 1 5 3 ㎡

飛鳥資料館宿舎 2 2 5 ㎡

主要工事

( 1 ) 施設整備饗千円

研修寄宿棟防災改修工事一式2 8 , 5 2 5

( 2 ) 平城宮跡地等整備費

平城宮跡環境整備昭和6 2 年度第１期工事9 5 , 0 0 0

〃

第Ⅱ期工事6 2 , 0 0 0

〃
第Ⅲ期工事3 8 , 5 0 0

平城宮跡覆屋地区便所等工事一式5 9 , 0 0 0

藤原宮跡環境整備昭和6 2 年度工事5 , 0 0 0

( 3 ) 官庁営繕我

平城宮跡収蔵庫修繕工事（第一・二収蔵庫屋根改

修）32 , 4 4 2

Ｖ予算（1 9 8 7 年度）

－６７

§

４１

１

年度

１９７６

1977

1978

1979

1980

1981

1982

1983

1984

1985

1986

名称

第１冊飛鳥白鳳の在名金銅仏

第２冊飛鳥白鳳の在名金銅仏銘文篇

第３冊日本古代の墓誌

第４冊日本古代の基誌銘文篇

第５冊古代の誕生仏

第６冊飛鳥時代の古墳一商松塚とその周辺一

第７冊日本古代の鴎尾

第８冊山田寺展

第９冊高松塚拾年

第1 0 冊渡来人の寺一桧隅寺と坂田寺一

第1 1 冊飛鳥の水時計

第１２冊小建築の世界一埴輪から瓦塔まで一

第1 3 冊藤原宮一半世紀にわたる調在と研究一

第1 4 冊日本と韓国の塑像

第1 5 冊飛胤寺

第1 6 冊飛鳥の石造物

区分

事務室

研究室

賓料・図書室

会誰室

講堂

展示室

写典室

覆屋・展示棟

車庫

介碓・収蔵脈

研修棟

その他

計

本庁舎

㎡

６

１

２

３

５

４

０

３

7９

８４

２３

１

４

９

４

７

７

平城

㎡

“

３８４

８４４

２５６

１，６８６

２００

５，１０９

2, 666

11, 189

藤原

㎡

０

７

３

５

８

５

４

１

８

３

２

２

１

１

２

飛鳥

資料･館

㎡

卯

汀

鈴

姐

的

幅

“

弧

８

６

８

４

０

６

藤原

宮跡

㎡

鎚

調

計

㎡

１，００６

１，７７０

1,09：

４３８

４７３

1, 492

４８６

１．６８６

637

7, 856

1. 416

5. 627

23. 980

年度

３

４

５

６

８

９

０

３

７

７

７

７

７

７

８

８

名称

第１冊瓦編１解説

第２冊瓦編２解説

３

４

５

６

７

８

９

編

編

編

編

編

編

縞

瓦

瓦

瓦

瓦

瓦

瓦

瓦

冊

冊

冊

冊

冊

冊

冊

３

４

５

６

７

８

９

第

第

第

第

第

第

第

人件費

運営費

事業管理

一股研究

特別研究

発掘訓査

営跡整備管理

飛鳥資料館運営

埋蔵文化財センター運営

新庁舎維持管理等経費

施設賢

施設整備饗

平城宮跡等整備費

各所修繕饗

計

542, 452千円

700, 940

５，１７８

５５‘ 890

４．１１１

４６２，０６５

55. 567

４７．３３８

４２，６８７

28, 104

317, 512

28, 525

279, 400

９，５８７

1, 560, 904

区分

1987年度

1988年度

指定職 行政職Ｈ

2３

２３

行政職に） 研究職

6３

６３

割

9１

９０



( 4 ) その他（各所修繕・試験研究費）

平城宮跡第３収蔵庫保存科学室改修工事一式

１１１０６３

Ⅶ人事異動

（1987. 4. 1～1988. 3. 31）

４月１日庶務部会計課長に昇任小川照夫

庶務部庶務課課長補佐に昇任

石田和樹

庶務部会計課課長補佐に昇任

川合教博

庶務部会計課経理係長に昇任

黒坂雅基

平城宮跡発掘調査部計測修景調査室長

に昇任高瀬要一

飛鳥藤原宮跡発掘調査部主任研究官に

昇任岩本正二

庶務部会計課専門職員に転任

井元正澄

飛鳥藤原宮跡発掘調査部長に配置換

牛川喜幸

庶務部庶務課長に配置換赤羽抑一

埋蔵文化財センター保存工学研究室長

に配置換田中哲雄

飛鳥藤原宮跡発掘調査部遺構調査室に

配置換山岸常人

飛鳥藤原宮跡発掘調査部考古第一調査

室に配置換深津芳樹

飛鳥資料館庶務室に配置換中西建夫

文部技官（平城宮跡発掘調査部遺構調

査室）に採用浅川滋男

事務補佐員（庶務部会計課）に採用

河村京子

研究補佐員（飛鳥藤原宮跡発掘調査

部）に採用角浩行

研究補佐員（庶務部庶務課）に所属換

石川千恵子

福井工業高等専門学校庶務課長に昇任

筋忠男

文化庁文化財保護部記念物課主任文化

財調査官に昇任安原啓示

滋賀医科大学業務部医事課課長補佐に

転任福島郁夫

大阪大学経済学部会計掛長に転任

山口重治

－６８－

奈良工業高等専門学校会計課に転任

刀谷敏博

圃京国語研究所庶務部庶務課長に配置

換松本保之

６月１日文部技官（平城宮跡発掘調査部計測修

景調査室）に採用小野健吉

６月３日辞職高田操子

６月 3 0 日辞職岩本正二

７月１日平城宮跡発掘調査部主任研究官に昇任

松本修自

平城宮跡発掘調査部主任研究官に昇任

西口寿生

埋蔵文化財センター研究指導部主任研

究官に昇任肥塚隆保

事務補佐員（庶務部会計課）に採用

中村和美

９月 3 0 日辞職舘野和己

1 0 月１日庶務部長に昇任贋瀬了平

群馬大学庶務部長に転任伊藤省三

文化庁文化財保護部記念物課に転任

松村恵司

1 1 月１日辞職永田季子

１２月１日文部技官（平城宮跡発掘調査部史料調

査室）に採用村上隆

文部技官（平城宮跡発掘調査部考古第

一調査室）に採用小池伸彦

1 2 月６日辞職角浩行

１月１日事務補佐員（庶務部会計課）に採用

植田よし子

３月 3 0 日辞職中村和美

３月3 1 日辞職（定年退職）東谷久夫

辞職鬼頭清明

Ⅷ組織規定

文部省組織令抜革

昭和5 9年度政令第1 2 7 号

昭和5 9 年７月１日全部改正

第108条

２前項に定めるもののほか，文化庁に次の施設

等機関を置く。

国立文化財研究所（前後略）

第1 1 4 条国立文化財研究所は，文化財に関する

調査研究，資料の作成及びその公表を行う機関

とする。

２国立文化財研究所には，支所を置くことがで



きる。

３国立文化財研究所及びその支所の名称，位置

及び内部組織は，文部省令で定める。

文部省設置法施行規則抜革

昭和2 8 年１月1 3 日文部省令第２号

追加昭和4 3 年６月1 5 日文部省令第2 0 号

昭和4 5 年４月1 7 日文部省令第1 1 号

昭和4 5 年４月1 2 日文部省令第６号

昭和49年４月1 1日文部省令第1 0号

昭和5 0 年４月２日文部省令第1 3 号

昭和5 1年５月1 0日文部省令第1 6号

昭和5 2年４月１８日文部省令第1 0号

昭和5 3 年４月５日文部省令第1 9 号

昭和5 3 年９月９日文部省令第3 3 号

昭和5 5年４月５日文部省令第1 4号

昭和5 5年６月2 5日文部省令第2 3号

昭和5 8年1 0月１日文部省令第25号

昭和5 9年７月１日文部省令第3 7号

昭和6 3年４月８日文部省令第1 2号

第５章文化庁の施設等機関

第４節国立文化財研究所

第1 1 6 条の９国立文化財研究所の名称及び位置

は，次の表に掲げるとおりとする。

名称 位慨

東京国立文化財研究所 東京都台東区

奈良国立文化財研究所 奈良県奈良市

第２款奈良国立文化財研究所

（所長）

第12 3条奈良国立文化財研究所に，所長を置く。

２所長は所務を掌理する。

（内部組織）

第1 2 4条奈良国立文化財研究所に，庶務部，建

造物研究室及び歴史研究室並びに平城宮跡発掘

調査部及び飛鳥藤原宮跡発掘調査部を侭く。

２前項に定めるもののほか，奈良国立文化財研

究所に，飛鳥資料館及び埋蔵文化財センターを

世く。

（庶務部の分課及び事務）

第1 2 5条庶務部に，次の二課を侭〈。

一庶務課

二会計課

２庶務課においては，次の事務をつかさどる。

一職員の人事に関する事務を処理すること。

－６９

二職員の福利厚生に関する事務を処理するこ

と。

三公文書類の接受及び公印の管守その他庶務

に関すること。

四この研究所の所掌事務に関し，連絡調整す

ること。

五この研究所の所掌に係る遺椛及び遺物の保

全のための驚備に関すること。

六前各号に掲げるもののほか，他の所掌に属

しない事務を処理すること。

３会計課においては，次の事務をつかさどる。

一予算に関する事務を処理すること。

二経費及び収入の予算その他会計に関する事

務を処理すること。

三行政財産及び物品の管理に関する事務を処

理すること。

四庁舎及び設備の維持，管理に関する事務を

処理すること。

五庁内の取締りに関すること。

（建造物研究室等の事務）

第1 2 7 条建造物研究室においては，建造物及び

伝統的建造物群に関する調査研究を行い，並び

にその結果の公表を行う。

２歴史研究室においては，考古及び史跡並びに

歴史盗料に関する調査研究を行い，並びにその

結果の公表を行う。

（平城宮跡発掘調査部の六室及び事務）

第1 2 8条平城宮跡発掘調査部に’ 考古第一調査

室，考古第二調査室，考古第三調査室，遺椛調

査室，計測修鼓調在室及び史料調査室を置く。

２前項の各室においては，平城宮跡に関し，次

項から第６項までに定める事務を処理するほか’

その発掘を行う。

３考古第一調査室，考古節二調査室及び考古第

三調査室においては，別に定めるところにより

分担して，遺物（木簡を除く）の保存整理及び

調査研究並びにこれらの結果の公表を行う。

４遺櫛調査室においては，遺構の保存整理及び

調査研究並びにこれらの結果の公表を行う。

５計測修策訓査室においては，遺構の計測及び

修欽並びにこれらに関する調査研究並びにこれ

らの結果の公表を行う。

６史料調査室においては，木簡の保存整理及び

調在研究，史料の収集及び調査研究並びにこれ



らの結果の公表を行う。

（飛鳥藤原宮跡発掘調査部の四室及び事務）

第1 2 9 条飛鳥藤原宮跡発掘調査部に，考古第一

調査室，考古第二調査室，遺櫛調査室及び史料

調査室を置く。

２前項の各室においては，藤原宮跡及び飛鳥地

域における宮跡その他の遺跡に関し，次項から

第５項までに定める事務を処理するほか，その

発掘を行う。

３考古第一調査室及び考古第二調査室において

は，別に定めるところにより分担して，遺物

（木簡を除く）の保存整理及び調査研究並びに

これらの結果の公表を行う。

４遺椛調査室においては，遺構の保存整理及び

調査研究，遺構の計測及び修景並びにこれらに

関する調査研究並びにこれらの結果の公表を行

つｏ

５史料調査室においては，木簡の保存整理及び

調査研究，史料の収集及び調査研究並びにこれ

らの結果の公表を行う。

（飛鳥資料館）

第1 3 0 条飛鳥資料館においては，飛鳥地域の歴

史的意義及び文化財に関し，国民の理解を深め

るため，この地域に関する考古資料，歴史資料

その他の資料を収集し，保管して公衆の観覧に

供し，あわせてこれらに関する調査研究及び事

業を行う。

（飛鳥資料館の館長）

第1 3 1 条飛鳥資料館に館長を置く。

２館長は，館務を掌理する。

（飛鳥資料館の二室及び事務）

第1 3 2 条飛鳥資料館に，庶務室及び学芸室を置

く。

２庶務室においては，飛鳥資料館の庶務，会計

等に関する事務を処理する。

３学芸室においては，次の事項をつかさどる。

一飛鳥地域に関する考古資料，歴史資料，建

造物，絵画，彫刻，典籍，古文書その他の資

料の収集，保管，展示，模写，模造，写真の

作成，調査研究及び解説を行うこと。

二飛鳥地域に関する図書，写真その他の資料

の収集，整理，保管，展示，閲覧及び調査研

究を行うこと。

三飛鳥資料館の事業に関する出版物の編集及

－７０－

び刊行並びに普及宣伝を行うこと。

（埋蔵文化財センター）

第1 3 3 条埋蔵文化財センターにおいては，次の

事務をつかさどる。

一埋蔵文化財に関し，調査研究及びその結果

の公表を行うこと。

二埋蔵文化財の調査及び保存整理に関し，地

方公共団体の埋蔵文化財調査関係職員その他

の関係者に対して，専門的，技術的な研修を

行うこと。

三埋蔵文化財の調査及び保存整理に関し，地

方公共団体の機関その他関係の機関及び団体

等の求めに応じ，専門的，技術的な指導及び

助言を行うこと。

四埋蔵文化財に関する情報資料の作成，収集，

整理，保管及び調査研究を行い，並びに地方

公共団体の機関その他関係の機関及び団体等

の求めに応じ，その利用に供すること。

（埋蔵文化財センターの長）

第1 3 4 条埋蔵文化財センターに長を置く。

２前項の長は，埋蔵文化財センターの事務を掌

理する。

（埋蔵文化財センターの内部組織）

第1 3 5 条埋蔵文化財センターに，教務室，研究

指導部及び情報資料室を世〈。

（教務室の事務）

第1 3 6 条教務室においては，研修の実施に関す

る事務を処理するほか，埋蔵文化財センターの

庶務に関する事務をつかさどる。

（研究指導部の六室及び事務）

第1 3 7 条研究指導部に，考古計画研究室，集落

遺跡研究室，発掘技術研究室，遺物処理研究室，

測量研究室及び保存工学研究室を置く。

２考古計画研究室においては，第1 3 3 条第１号

から第３号までに掲げる事務（他の室の所掌に

属するものを除く）をつかさどる。

３集落遺跡研究室においては，集落遺跡に関し，

第1 3 3 条第１号から第３号までに掲げる事務

（発掘技術研究室，遺物処理研究室，測量研究

室及び保存工学研究室の所挙に属するものを除

く）をつかさどる。

４発掘技術研究室においては，遺跡の発掘技術

に関し，第1 3 3 条第１号から第３号までに掲げ

る事務をつかさどる。



５遺物処理研究室においては，遺物の処理に関

し，第1 3 3 条第１号から第３号までに掲げる事

務をつかさどる。

６測量研究室においては，埋蔵文化財の測量に

関し，第1 3 3 条第１号から第３号までに掲げる

事務をつかさどる。

７保存工学研究室においては，遺跡の保存整備

に関し，第1 3 3 条第１号から第３号までに掲げ

る事務をつかさどる。

（情報資料室の事務）

第1 3 8 条情報資料室においては，第1 3 3 条第４号

に掲げる事務をつかさどる。

（客貝研究員）

第1 3 9 条奈良国立文化財研究に客員研究員を侭

くことができる。

２客員研究員は，所長の命を受け，奈良国立文

化財研究所において行う調査研究に参画する。

３客員研究員は，非常勤とするｃ
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庶

職員（' 9 8 8 年７月’ 日現在）

所属

庶

務

部

建

造

物

研

究

室

歴

史

研

究

室

務

課

会

計

課

氏名

鈴木斑吉

広瀬了平

赤羽郷一

石田和樹

西田他三

奥井良治

石田義則

森田光治

岡田博先

八幡扶桑

宍戸雅子

港悦子

福本良子

新宮悪子

巽月子

本中宣代

中川かよ子

中垣睦美

西嶋窟美

石川千恵子

小川照夫

益、朗

川合教博

渡辺康史

井元正澄

柿本治

黒坂雅基

小林雅文

橋本敬子

河村京子

植田よし子

西村博美

岡本安司

飯田信男

小坂由紀子

細井雅子

井元正澄

小圃秀彦

大西和子

郎

自

男

人

真

淡

二

修

敏

常

艇
本

本

田

岸

中

中

宮

松

烏

山

本

田

加藤優

上原興人

深沢芳樹

橋本錠則

佐川正敏

寺崎保広

堀池春峠

官職

文部技官所長

文部事務官部長

文部事務官課

文部事務官課長補

文部事務官専門職

文部事務官庶務係

文部事務官

長

佐

貝

長

文部事務官鵜務貝長

文部事務官瀞務貝

文部技官専門職貝( 併任）

堺務補佐貝

事務補佐貝

事務補佐貝

事務補佐瓜

事務補佐瓜

事務補佐貝

事務補佐貝

事務補佐貝

事務補佐貝

研究補佐Ⅱ

文部事務官課長

文部事務官裸長補佐

文部馴務官課長補佐

文部技官専門職貝

文部技官専門職員

文部事務官専門職貝

文部事務官経理係長

文部事務官経理主任

班務補佐貝

事務補佐貝

事務補佐貝

文部蛎務官用度係長

文部事務官用度主任

文部技官

事務補佐貝

事務補佐貝

文部技官施設係便( 兼任）

文部技官

事務補佐貝

課長

裸長補佐

課長補佐

専門職貝

専門職員

専門職貝

経理係長

経理主任

文部技官室

文部技官（併

文部技官（併

文部技官（併

文部技官（併

潤在貝（非

文部技官室

文部技官（併

文部技官（併

文部技官（併

文部技官（併

文部技官（併

調壷貝（非

術

常

長

個

個

田

燭

卸

長

田

燭

畑

田

佃

鋤

担当

平城躯務

庶務入りＩ

群術

瀞Ｎｉ

写其

庶務人事

庶務

庶務

庶務

庶務

閃瞥安料

図替浅科

|:臨鋤

公ＩＨＩ

縫備管理

施股

藤原那務

経理

経理

経理

自動車迎転

用度

用度

施設

施投

建築

遮築

述築

述築

過跡庭園

処築

雁史

考古

老古

歴史

考古

歴史

歴史

平城躯務

所属

｜

■

｜

講

古

鱗

一

噸

掌

一

蝿

古

鰯

二

網

羅

雛

」

ｌ

考

古

鍍

二

頓

塞

一

蝋

調

識

霊

鵬

計

測

修

擬

調

識

室

一

史

釧

調

識

篭

一

蹴

圃

■

考

古

第

一

調

査

室

考

古

錠

二

調

交

室

考

古

第

三

調

在

室

遺

緋

調

在

計

測

修

嬢

調

在

室

史

料

調

在

室

氏名

町田章

金子裕之

井上和人

小池伸彦

川辺征夫

玉田芳英

千田剛道

巽涼一郎

毛利光俊彦

花谷浩

佐川正敏

小林識一

上野邦一

島田敏男

浅川滋男

松本修自

商瀬要一

本中其

小野雌吉

村岡正

綾村宏

寺崎保広

村上隙

細見啓三

千田剛道

巽淳一郎

小林誰一

松本修自

西田健三

森田光治

岡川博児

八幡扶桑

佃幹雄

井上直夫

吉村両1 期

官職

文部技官部長

文部技官室長

文部技官

文部技官

文部技官室長

文部技官

文部技官（併任）

文部技官（併任）

文部技官室長

文部技官

文部技官

文部技官（併任）

文部技官室長

文部技官

文部技官

文部技官（併任）

文部技官室長

文部技官

文部技官

調盃員（非常勤）

文部技官室長

文部技官

文部技官

文部技官主任研究官

文部技官主任研究官

文部技官主任研究官

文部技官主任研究官

文部技官主任研究宮

文剖郡務官事務総括( 併任）

文部事務官（雁任）

文部事務官（ﾙ ビ任）

文部技官専門職興

文部技官弊門職員

文

文剖郡務官

文部事務官

文部事務官

文部技官

文部技官

文部技官

技能補佐貝

担当

古

古

古

古

古

古

古

古

古

古

古

築

築

築

築

剛

別

間

園

史

史

学

築

古

古

古

築

務

術

備

其

真

其

守

庭

庭

庭

庭

科

跡

跡

跡

跡

考

考

考

考

考

考

考

考

考

考

考

建

述

延

延

遺

遺

遮

遺

歴

歴

保存

述

考

考

考

述

事

蕃

馨

写

写

写

保



唖

務

部
Ｉ

猪熊

杉山

岩本

大谷

藤沢

田中

登り

松本

岩永

佐原

松沢

山中

勝

洋

輔

子

夫

兼

圭

照

一

亜生

敏史

全

束

谷

井

中

田

束

中

谷

塚

原

田

田

本

中

木

伊

光

松

田

内

伊

山

光

肥

上

内

杉

泉

岩

今

芽

豚

務

課

Ｊ１1,1
塁塵

埋

蔵

文

化

財

セ

ン

タ

ー

郷

ｌ

｜

会

計

腺

,：
牧

務

係

所属’
氏名 官職 担当

一

‐

‐

’

１

‐

ｌ

｜

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

一

‐

一

過

一

一

一

計

訓

一

理

副

『

一

》

》

一

詞

銅

‐

‐

－

．

．

．

－

－

唖

一

》

一

》

》

痔

岬

』

信

一

』

峠

一

’

一

割

》

》

一

》

帽

唯

犀

信

岬

信

陸

酔

峠

睦

考

古

第

一

調

査

室

膝

原

宮

跡

発

掘

調

交

部

Ｉ

‐

＃

庶

務

室

遺

概

調

査

室

史

料

調

在

室

文部技官室長ｌ

劉蕊( 併任) ，

文部技官室長ｌ

鑑部事務官事務総括(併任)

|識

li灘~さ

古

古

真

古

古

古

古

古

築

築

史

史

史

古

古

古

古

務

務

唖

守

鍵

古

古

古

古

務

守

備

務

Ｉ

卜

動

米

考

考

写

考

考

考

考

考

建

建

歴

歴

歴

考

老

考

考

事

事

自

保

資

跨

考

考

考

聯

保

警

庁

所属 氏名 官駁 担当

飛

鳥

資

料

館

埋

蔵

文

化

ｑ

『

１

ワ

・

Ｂ

Ｆ

Ｐ

‐

Ｉ

Ｊ

ｐ

創

曲

間

。

二

四

■

即

配

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

■

■

Ｐ

Ｌ

画

。

１

１

‐

４

‐

■

指

導

部

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

一

財

セ

ン

タ

・

Ｉ

，

”

●

●

Ｉ

風

一

情

報

淡

料

室

研

康

憲

簾
｜

釧

紗

進

獅

紗

堕

測

識

研

豊

一

瞬

恥

陸

究

指

導

部

Ｉ

研

究

室

考

古

計

画

研

究

室

染

落

遺

跡

研

究

室

発

掘

技

術

研

究

室

遺

物

処

理

測

批

研

究

室

研

究

室

保

存

工

学

学

芸

室

うて蔀~最官室長１

文部技官

文部技官主任研究官

事務補佐員

調査員（非常勤）

文部技官センター長

文部事務官室長
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